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グラウンドアンカー工法は、国内では1957年に藤原ダム・副ダムの安定で採用
され、その後、斜面安定や基礎構造物の転倒防止などに数多く用いられてい
る。
近年では、既設岸壁を耐震補強岸壁として整備するために、耐震補強工法とし
て、南本牧ふ頭、神戸港P1(第2期)地区（図-1）岸壁などで採用されている。ま
た、海外ではダムの堤体の補強・耐震補強・嵩上げの事例が400件以上あり、ア
ンカーの有効性（補強効果、耐久性、経済性など）が認められている。
グラウンドアンカー工法は、今後、港湾構造物の耐震補強、嵩上げ、補強などに
さらに活用できる技術であると思われるので、神戸港P1t(第2期)地区岸壁耐震
補強の事例と共に発表する

添付資料

沿岸技術研究センターの技術評価を得た工法として、EHDア
ンカ－工法、SEEEアンカ－工法

・早稲田大学大学院　教授　清宮　理
「東北地方太平洋沖地震での港湾施設の被害と復旧工法で
のグラウンドアンカ－工法」
・｢アンカ－によるダムの補強・耐震補強・嵩上げ｣事例

グラウンドアンカー工法は、小さな削孔径で大きな引張り力を発揮できるという
特徴があるが、近年では、より高い耐久性を有する構造のアンカー工法が開発
され、沿岸技術研究センターの技術評価を得ている。また、削孔の精度を高め
るための計測技術や効率的に緊張管理を行うシステムなどが開発され、施工技
術も進化している。
一方、供用中のアンカーの維持管理に対して、土木研究所・日本アンカー協会
共著による「グラウンドアンカー維持管理マニュアル」が発行され、健全性の評
価方法や補修・補強の手法などが基準化されている。

・藤原ダム・副ダムの安定　　　　　　・神戸港P1t地区岸壁耐震補強

港湾施設における
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